
シリウスキャットでは、世界中の動物愛
護団体とネットワークを構築し、サード
パーティとして情報提供しています。
中にはとても有名な団体もあります。
ぜひチェックしてみてにゃん。

こんな活動もしています。
地域猫に関する幅広い知見を提供するため、大学
などで作成された、過去二十数年分の文献を公開

しています。

論文・学術雑誌

ネットワーク



ニャートピアは果たしてあるのか!?

ケガしているわけ
じゃないニャン。
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地
域
猫
と
市
民の

共生
促進プロジェクト



地域の住民や事務所、企業がそれぞれ少しずつ分担し、

それぞれの場所で関わる地域猫とする、

負担の少ない開かれた"分散型"の保護の仕方へとシフト。

ＴＮＲ実施"後"の地域猫や野良猫が地域に戻った後、そこで生命を全うし、
市民と共に健やかに生きることを促進。

プロジェクトの方向性

猫のテリトリーは人間の所有する土地をまたがって存在しており、

隣家との境界線である垣根、塀(多くが猫道!)を越えるきっかけを、

地域の仲間である"地域猫"が私たち"人間"のコミュニティに与えてくれる。

新しいアプローチの仕方

コミュニティ構築の理想

テリトリー内に、
3、４ヶ所、

馴染みのところがあると
嬉しいニャン。

戻った後からが
本当のはじまりニャン。

人見知りでも
許してニャン。



メル in 昭島市
キジトラでボブテイルのオス。
メル王国を創設し、日々人間
と猫が暮らしやすいニャートピ
アを作るべく奮闘。人間と猫
の世界を行き来でき、おおらか
でありつつも、芯が強く、強運を

引き寄せる。
ボン

ハチワレ・ブチのオス。 チビにゃんに先立たれて
から、孤独に過ごす。人間は信用しないが、腹はす

く。本当は寂しさを持つ。

こじさん

キジトラのオス。 見た目はメルに似ているが、一回り小さ
く、超がつくネコ嫌い。争いを好まず、かつてはネルにゃん
派に属した。今では長老。人間はそれほど怖くない。

チビにゃん

キジトラのメス。 ネルにゃん派における紅一点。他の猫よりもひと
回り小さいものの、気の強さでたくましく生きた。皆に見守られる存

在。

ネルにゃん
キジトラのオス。 誰もが知るネルにゃん先輩。長くこの地域を牽
引してきた。典型的なボス。多くの猫に尊敬され、何者にも動じ

ない。趣味は人目を気にせず伸びきって寝ること。

ブチにゃん
ハチワレのオス。 ネルにゃんの右腕的
存在。ネルにゃんを兄貴と慕い、忠誠を

誓った。

ココ

シルバータビーのオス。 鍵しっぽが特徴の
甘えん坊。ネコパンと親友で、コンビを結
成。人間世界とネコ世界の両刀使い。

ネコパン

ネコパン派ネルにゃん派

サバトラのオス。 長くネコパン派を率
いた。ネコ界の秩序を大事にし、他の
ネコに対する教育にも熱心であった。
秩序を乱すものには容赦なくネコパ

ンチ。

ジュニ
三毛のメス。 メルをいつも慕い、メル兄、メル兄と
連呼する。人間はちょっと苦手。でも、興味はあるオ

テンバさん。

うしニャン
サバトラのオス。 時々、メル王国
に現れる。他国への侵略は良く
ないと知りつつ、なんとなく来てし
まう。実は他の猫と仲良くしたい
が、なかなか受け入れてもらえ

ない。

ちゃめる

茶トラのオス。 推定8kgの超大型ネコ。マイペース
で孤独に猫生を楽しむ。季節限定で現れる。ケン

カは好まない。

ジョメール

キジトラのメス。 メルとそっくりのボブテイル。新参者
で、好奇心旺盛。全ては自分を中心に回っていると

信じている。

兄弟のような、
パートナーのような、
親子のような、
固い絆。

お互い認識しているが、い
ざ決闘となれば、血みどろ
必須。なるべく距離を保ち

たい。

仲良くしたい。

敵とみなす。

メルを巡って時には争うこ
とも。基本は会わないよう

に、避けている。

メル王国の王子であるこ
とを知り、尊敬。

優しく大人の対応。

宿敵。でも、ご飯中と
トイレ中はケンカをし
ないという紳士協定が

ある。

時代は変わり、かつて中
庸の立場であったメルに

引き継がれた。

全て
のネ
コが
苦手
。

かつての戦国時代
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あなたのお家の周りでもこんな相関図を作ってみると
楽しいにゃん。


